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＜病棟連絡事項＞
・特記なし
＜患者様連絡事項＞
・佐藤　俊也様～本日昼よりメイバランスミニ1本→2本へ変更となりました。
・船田　泰子様～セレコックス・芍薬甘草湯が明日より28日分処方となりました。

・田村　真樹子様～弟様に連絡が繋がり外泊と退院前訪問指導について説明しています。
両親と相談し病院へ折り返し連絡してくれることになっています。
＜安ヶ平Dr.診察状況＞
・下村　英三郎様～便秘を訴え頓服薬のアローゼンを連日服用しているため、来週の定期薬よりアローゼン2Pが追加となっています。口頭にて下痢など排便状況により除剤可の指示を受けています。IFオーダー便秘時は継続で使用可能ですが2P→1Pへ変更となっています。
　　　　　　　　　また、咳嗽の訴えあり本日よりレスプレン(20)3T　3×毎食後3日分が処方となっています。

・中山　真由美様～本人希望にてシアノコバラミン点眼液2本処方となっています。

　　　　　　　　　退院についての話をしていますが、「不眠症が良くなっていないから」と返答しています。PL顆粒は本人より希望がないため飲み切り中止としています。
・坂本　のり子様～スミルスチック2本処方となりました。

・菅井　浩子様～「死にたいです」と希死的発言聞かれています。精神症状の観察をする

ようにしましょう。

・出河　攻様～外出の希望が聞かれています。

・田村　真樹子様～退院後の生活について主治医より助言をされています。

＜要注目患者様ケース検討＞

・下村　英三郎様～喫煙室へ一人で行くことができているため、食事の際もレストランへ誘導をしていきましょう。
・飯田　修子様～昼食後、自室で大声を出しており理由について確認すると「Sの声が聞こ

えてきた」と話す。部屋の周囲には対象患者様はいないため幻聴である

様子。その後も大声で叫ぶため促しにて頓服薬を服用しています。対象

患者様とのトラブルはありません。引き続き、精神症状の観察、適宜頓

服薬で対応をしていきましょう。
